
冷凍空調設備 2005年10月15日号40

改修設備部門　譖譖日本冷凍空調設備工業連合会会長奨励賞

旭出生産福祉園太陽熱利用設備更新工事旭出生産福祉園太陽熱利用設備更新工事

設備所有者：社会福祉法人 大泉旭出学園
設備施工者：日本電気硝子㈱　　 ○

優良省エネルギー設備顕彰事例⑨

建物の概要

名　　称　知的障害者授産施設　旭出生産福祉園
所 在 地　東京都練馬区東大泉7-21-32
概　　要　建屋・地上2階　延床面積・3,410m2

構造・RC造　 用途・入所棟、食堂棟

1．技術開発の目的と経過

目的：設備の更新
経過：平成16年（設計）

平成16年（撤去・施工・試運転・引渡し）

2．設備・システムの概要

旧設備を撤去し、真空循環型太陽集熱器30台
〔集熱器面積：80.1m2〕を導入する。既存の蓄熱
槽〔4トン、SUS製〕は継続利用し、集熱ポンプ
により、熱媒〔水〕を循環させ、集熱する。導入
効果測定のため、カロリーメーターを設置した。
制御盤でデータ収集し、パソコンでデータ処理で
きる。

3．着想

地域における太陽熱利用設備の率先導入のモデ
ル事例となるべく、1985年に大泉、1995年に大利
根と2箇所に太陽熱利用設備を導入した。大泉の
設備の老朽化を機に、NEDOが窓口の「新エネル
ギー・省エネルギー非営利活動促進事業補助金」
を利用し、更新した。

4．効果（省エネルギー）

使用・運転・計算の条件
月平均日射量：NEDO（群馬）、気温、

水温：ソーラーシステム振興協会（東京）を利用。
方位：南、集熱板角度30度
全日集熱効率：y＝0.825-12.42×ΔΦ／傾斜面

日射量
使用・運転・計算の結果
年間集熱量〔シミュレーション〕52,174Mcal／年

5．投資回収

417,000円／年（都市ガス換算）

6．他の建物への応用性

汎用性大

7．仕様

型式名：MP6-3000
集熱器面積：2.67m2

集熱板：アルミニウム

建物外観
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8．工夫した点

省資源を図るため、設備を更新するにあたり、
可能な限り、既存設備の継続利用を図り、蓄熱槽、
基礎及び架台の一部を再利用した。

9．環境保全、便利性等

CO2 削減想定量　23,519kg（都市ガス換算）
NOX削減想定量 8,300kg（都市ガス換算）
SOX削減想定量 59kg（都市ガス換算）

10．市場性

・グリーン購入法の「指定調達品目」
・新エネルギー設備の中で、経済性について
優位な設備

真空式ソーラーシステム
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